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一
、
本
ノ
ー
ト
に
つ
い
て

　

カ
ウ
フ
マ
ン
と
ベ
ゲ
ッ
ト
は
人
の
発
揮
す
る
創
造
性

（Creativity

）
を
、「Big-C
」「Pro-c

」「little-c

」「m
ini-c

」

の
四
つ
の
水
準
に
分
類
し
て
い
る（
1
）（
既
存
の
「Big

」「little

」

の
二
分
類
に
他
二
者
を
加
え
た
も
の
）。
そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
的

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
偉
業
、
未
評
価
を
含
む
エ
キ
ス
パ
ー
ト

の
業
績
、
日
常
の
中
で
の
個
人
的
な
発
明
や
上
達
、
基
礎
的

な
訓
練
の
中
で
の
試
行
錯
誤
が
相
当
す
る
。
さ
て
こ
の
う
ち

「m
ini-c

」
と
い
う
観
点
は
、
他
者
に
と
っ
て
の
新
規
性
や
有

用
性
で
は
な
く
、
初
学
者
個
人
の
試
み
や
取
り
組
み
を
創
造

性
と
見
な
す
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
そ
の
領
域
内
で
の
成

果
物
の
価
値
で
は
な
く
、
創
造
的
に
な
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス

に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
美
術
家
の
創
造
性
を
研
究
す
る

横
地
早
和
子
は
、
表
現
方
法
や
素
材
の
違
い
こ
そ
あ
れ
美
術

家
と
小
説
家
の
「
本
質
的
な
創
作
の
仕
方
や
思
考
の
仕
方
は

相
当
程
度
の
類
似
性
が
あ
り
そ
う（
2
）
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
う

し
た
創
造
性
研
究
は
、
小
説
を
書
く
人
の
熟
達
化
を
検
討
す

る
視
野
を
、
文
学
研
究
に
も
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。

　

明
治
後
半
期
に
活
発
化
す
る
出
版
物
で
の
小
説
指
導
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
若
年
層
の
初
学
者
を
対
象
と
し
た
も
の

だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、小
説
と
い
う
領
域
に
お
け
る
「m

ini-c

」

発
生
を
補
助
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
と

す
れ
ば
、
指
導
言
説
と
受
容
者
と
の
関
係
を
問
う
際
に
、
言

説
に
よ
っ
て
受
容
者
が
良
い
小
説
を
書
け
た
か
ど
う
か
や
、

明
確
に
上
達
／
成
功
し
た
か
ど
う
か
ば
か
り
を
論
じ
る
べ
き

で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
社
会
的
な
基
準
に
よ
る
評
価
で
は

な
く
、
受
容
者
そ
の
人
に
と
っ
て
新
し
い
こ
と
が
で
き
た
か
、

（
た
と
え
失
敗
し
た
と
し
て
も
）
試
み
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
新
潮
社
の
通
信
教
育
機
関
「
日
本
文
章
学
院（
3
）
」

　
　

研
究
ノ
ー
ト
：
土
師
清
二
＝
赤
松
静
太
の
文
章
修
行

│
日
本
文
章
学
院
の
指
導
と
院
生
の
熟
達
│山　

本　
　
　

歩
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の
文
章
指
導
、
な
い
し
小
説
指
導
の
意
義
を
、「
院
生
」
と
呼

ば
れ
た
被
指
導
者
の
熟
達
を
参
照
す
る
中
で
見
出
し
て
み
た

い
。
院
生
は
毎
号
の
講
義
録
に
添
付
さ
れ
て
い
る
添
削
券
を

用
い
て
、
同
学
院
に
作
文
の
添
削
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、そ
う
し
た
文
章
修
行
の
成
果
を
機
関
誌
『
新
文
壇
』

（
明
治
四
一
年
一
一
月
〜
大
正
五
年
三
月
）
に
投
書
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
投
書
は
採
点
の
上
、
一
定
数
が
掲
載
さ
れ
、
特

に
上
位
に
は
金
子
薫
園
、
佐
藤
浩
堂
（
義
亮
）
の
選
評
も
付

さ
れ
た
。
入
選
の
常
連
は
幾
人
も
い
る
が
、
今
回
は
赤
松
静

太
に
絞
っ
て
、主
に
「
佳
作
」
欄
、「
抒
情
抒
事
文
」（
の
ち
「
抒

情
叙
事
文
」）」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
か
ら
、
そ
の
変
化
や

試
行
錯
誤
を
読
み
取
っ
て
み
た
い
。
赤
松
静
太
は
日
本
文
章

学
院
を
中
心
に
文
章
修
行
を
行
い
、
や
が
て
土
師
清
二
の
筆

名
で
大
衆
小
説
作
家
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
す

れ
ば
、『
新
文
壇
』
で
培
っ
た
創
造
性
が
、
ど
の
よ
う
な
発
展

に
繋
が
っ
て
い
っ
た
の
か
を
観
測
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

二
、
土
師
清
二
＝
赤
松
静
太
に
つ
い
て

　

赤
松
静
太
、
の
ち
の
土
師
清
二
は
明
治
二
六
年
、
岡
山
県

に
生
ま
れ
た
。
父
を
亡
く
し
た
た
め
、
小
学
校
高
等
科
を
退

学
、
働
き
に
出
る
。
丁
稚
奉
公
の
時
分
か
ら
和
歌
に
親
し
み
、

『
大
阪
履
物
商
報
』
に
し
ば
し
ば
投
稿
し
た
。
四
二
年
頃
、
活

版
用
具
店
に
勤
め
る
傍
ら
、
夜
学
に
通
い
、
日
本
文
章
学
院

に
も
第
一
一
回
生（
明
治
四
四
年
頃
）と
し
て
入
学
。
四
五
年
、

同
郷
人
・
石
川
安
次
郎
（
半
山
）
を
頼
っ
て
上
京
、
三
田
英

語
学
校
、
二
松
学
舎
、
本
郷
壱
岐
坂
教
会
の
自
由
講
座
等
に

学
び
、
翌
年
帰
郷
。
大
正
二
年
か
ら
石
川
同
様
の
新
聞
人
と

な
る
。
大
阪
朝
日
新
聞
に
勤
め
て
い
た
一
一
年
、『
旬
刊
朝
日
』

（
後
の
『
週
刊
朝
日
』）
の
創
刊
に
貢
献
、
編
集
部
員
と
な
っ

た
が
、翌
一
二
年
、同
誌
に
土
師
清
二
の
筆
名
で
歴
史
小
説
『
水

野
十
郎
左
衛
門
』
を
連
載
し
、
本
格
的
に
作
家
と
し
て
出
発

す
る
。
代
表
的
な
長
編
『
砂
絵
呪
縛
』（
昭
和
二
年
）
を
は
じ

め
、
歴
史
小
説
な
ど
の
大
衆
文
学
を
精
力
的
に
書
き
続
け
た（
4
）。

昭
和
五
二
年
没
。

　
『
新
文
壇
』
へ
の
投
書
に
あ
た
っ
て
は
、
本
名
の
他
「
赤
松

昃
村
」「
閼
伽
末
死
途
太
」
の
筆
名
を
用
い
て
い
る
。
彼
に
先

駆
け
て
従
兄
、
赤
松
桂
山
が
常
連
投
書
家
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
特
筆
し
て
お
き
た
い
。
病
衰
の
末
に
夭
折
す

る
桂
山
の
有
様
を
、
土
師
は
「
従
兄
」「
穴
ま
で
」
に
描
い
て

い
る
。
投
書
の
住
所
表
記
は
四
四
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
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「
岡
山
市
内
山
下
」（
活
版
用
具
店
の
所
在
地
）と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
上
京
に
よ
っ
て
「
下
渋
谷
」
に
変
わ
る
の
は
大
正
元

年
一
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
本
ノ
ー
ト
で
は
ひ
と
ま
ず
そ
の

時
期
を
区
切
り
と
し
、
四
四
年
三
月
か
ら
翌
一
月
ま
で
の
六

編
の
投
書
を
取
り
上
げ
る
。『
新
文
壇
』
掲
載
作
の
引
用
に
あ

た
っ
て
は
、紙
幅
の
都
合
上
、改
行
を
略
し
「
／
」
で
代
え
た
。

旧
字
は
原
則
と
し
て
新
字
に
改
め
た
が
、
送
り
仮
名
等
は
原

文
の
ま
ま
と
し
た
。
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
が
、
傍
点
は
全

て
原
文
通
り
付
し
た
。
な
お
、
表
題
の
後
に
付
し
た
数
字
は

得
点
で
あ
る
。

三
、
赤
松
静
太
の
『
新
文
壇
』
投
書
作

○
四
巻
六
号
（
明
治
四
四
年
三
月
）「
懸
賞
短
文
」
二
等
、「
初

春
の
ス
ケ
ツ
チ
」（「
赤
松
静
太
」
名
義
）

　
「
懸
賞
短
文
」
は
、
薫
園
に
よ
れ
ば
「
特
に
看
る
べ
き
作
は
、

殆
ど
一
篇
も
な
か
つ
た
」
た
め
、
一
等
は
該
当
作
な
し
。
二

等
と
し
て
、
赤
松
静
太
の
も
の
が
採
ら
れ
た
（
寺
島
五
暁
と

同
時
受
賞
）。「
初
春
の
ス
ケ
ッ
チ
」「
隣
家
の
人
」「
五
分
間

の
記
事
」
の
三
つ
の
課
題
の
内
、
赤
松
が
選
択
し
た
の
は
「
初

春
の
ス
ケ
ツ
チ
」
で
あ
る
。

　

ポ
ン
ポ
ン
、
心
地
の
宜
い
柏
手
の
音
が
、
野
良
一
面

に
這
う
た
白
い
靄
の
中
へ
消
え
込
む
。
と
祝
詞
の
声
が

聞
こ
え
出
し
た
、
老
先
生
の
家
の
高
い
土
塀
を
越
え
て
。

土
塀
の
上
に
は
、
古
び
た
国
旗
が
緩
や
か
に
揺
れ
て
ゐ

る
。
厠
の
辺
り
か
ら
牛
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た
。

評
、
何
と
な
く
寒
い
中
に
暖
か
い
感
じ
が
混
つ
て
居

る
。
初
春
の
感
じ
を
よ
く
表
は
し
た
作
。（
浩
堂
）
／

柏
手
の
音
、
祝
詞
の
声
、
国
旗
の
揺
ぎ
、
牛
の
声
…

…　

此
等
を
蔽
ふ
に
白
い
靄
を
以
て
し
て
居
る
。
恍

と
し
て
此
の
景
趣
の
中
に
読
者
を
誘
ひ
入
れ
し
め
る
。

渾
然
た
る
に
近
い
。（
薫
園
）

　
「
混
つ
て
居
る
」「
渾
然
た
る
に
近
い
」
と
い
う
評
言
か
ら
、

事
物
の
指
示
が
断
片
的
で
は
な
く
、
混
じ
り
合
っ
て
一
個
の

空
間
を
作
り
出
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
特

に
薫
園
の
想
像
に
お
い
て
は
「
白
い
靄
」
が
想
像
の
中
で
事

物
の
境
界
を
曖
昧
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
レ
ト
リ
ッ
ク

の
上
で
も
、「
柏
手
の
音
」
↓
「
白
い
靄
」、「
祝
詞
の
声
」
↓

「
老
先
生
の
高
い
土
塀
」
↓
「
古
び
た
国
旗
」
／
「
厠
の
辺
り
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か
ら
牛
の
鳴
き
声
」
と
い
う
よ
う
に
、
指
示
が
即
座
に
次
な

る
指
示
へ
移
る
。
こ
れ
は
「
短
文
」
と
い
う
形
式
上
の
制
限

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
情
報
量
を
圧
縮
し
た
文
章

に
な
っ
て
い
る
。

○
五
巻
二
号
（
明
治
四
四
年
五
月
）「
抒
情
叙
事
文
」
欄
、「
此

頃
」（
63
）（「
赤
松
静
太
」
名
義
）

　

四
月
廿
八
日
。
／
ピ
ン
で
止
め
た
夢
二
氏
の
「
鐘
の

音
」
と
云
ふ
画
に
、悲
し
げ
に
眠
気
の
我
を
さ
そ
ふ
午
後
、

紅
き
君
見
る
こ
ゝ
ろ
慄
く
。
と
書
い
て
見
る
。
／
五
月

一
日
。
／
風
呂
帰
り
蟲
聴
を
聴
く
。
ジ
ゞ
…
…
／
ジ
を

連
続
し
て
ジ
―
―
也
。
初
め
て
の
蟲
声
、
初
秋
の
趣
き

あ
り
。
哀
思
胸
を
つ
く
。
／
五
月
三
日
。
／
午
後
六
時
頃
、

集
金
の
帰
途
、
旧
天
城
屋
敷
で
ス
ケ
ツ
チ
帖
を
出
し
て

写
し
て
み
た
。
／
溜
池
に
は
去
年
の
冬
枯
に
散
つ
た
、

木
葉
が
朽
ち
沈
ん
で
、
底
の
土
が
見
え
ぬ
。
思
ふ
に
底

の
底
は
、
二
年
も
三
年
も
五
年
も
十
年
も
前
に
散
つ
た

葉
も
有
る
だ
ら
う
？
今
此
の
池
に
の
ぞ
き
込
ん
で
ゐ
る

葉
は
蒼
い
。
そ
し
て
夏
に
成
る
と
、
益
々
茂
る
。
／
そ

れ
で
、
①
冬
枯
に
は
、
嫌
で
も
何
で
も
散
ら
な
け
れ
ば

成
ら
ぬ
。
池
に
沈
ま
ね
ば
成
ら
ぬ
。
終
り
は
泥
濘
に
成

ら
ね
ば
成
ら
ぬ
。
／
鳶
色
に
枯
れ
た
蓮
が
丁
度
、
数
多

枯
枝
で
も
投
げ
込
ん
だ
や
う
だ
。
／
そ
の
間
に
皿
程
の

0

0

0

0

0

0

0

新
葉
が
浮
い
て
ゐ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

。
濃
青
な
葉
は
勢
が
よ
さ
ゝ
う
だ
。

／
池
の
南
に
は
築
山
が
有
つ
て
、
牡
丹
屋
根
の
小
さ
い

朱
塗
の
祠
が
淋
し
く
立
つ
て
ゐ
る
。
／
築
山
を
越
え
て

向
ふ
に
土
蔵
が
見
え
る
。
／（
中
略
）／
蘇
鉄
は
枯
れ
て
ゞ

も
ゐ
る
の
か
、
葉
も
出
し
て
ゐ
な
い
。
其
無
気
味
な
事

た
ら
、
丁
度
象
が
仰
向
い
て
足
を
突
立
て
ゝ
ゐ
る
や
う

だ
。
／
母
屋
で
も
在
つ
た
所
か
、
卅
坪
ば
か
り
の
広
場

に
は
蒼
い
草
が
茂
つ
て
ゐ
る
。
取
残
さ
れ
た
、
片
隅
の

形
ば
か
り
の
板
塀
は
淋
し
い
。

評
、
プ
ツ
〳
〵
切
れ
て
ゐ
る
い
く
つ
か
の
断
片
の
中

に
作
者
の
感
味
が
、
そ
れ
〴
〵
新
し
く
盛
ら
れ
て
居

る
。
触
目
す
る
所
、
必
ず
趣
あ
ら
し
め
ね
ば
や
ま
ぬ

と
云
ふ
書
き
方
だ
。（
薫
園
）

　

こ
れ
は
日
記
文
の
体
裁
を
取
り
つ
つ
、
中
盤
以
降
は
「
五

月
三
日
」
に
行
わ
れ
た
天
城
屋
敷
（
倉
敷
市
）
の
「
ス
ケ
ツ
チ
」

す
な
わ
ち
叙
景
文
と
な
っ
て
い
る
。
薫
園
の
理
解
は
先
の
懸
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賞
短
文
と
は
異
な
り
、
個
々
の
描
写
を
断
片
的
な
も
の
と
取

っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
し
そ
の
断
片
に
そ
れ
ぞ
れ「
作
者
の
感
味
」

が
認
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も
見
る
べ
き
表
現
と
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

日
記
文
と
写
生
文
、
志
向
す
る
形
式
が
明
瞭
で
あ
る
た
め
、

日
本
文
章
学
院
の
指
導
、
す
な
わ
ち
『
文
章
講
義
録
』
の
各

講
義
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
比
較
的
見
や
す
い

文
章
で
も
あ
る
。『
文
章
講
義
録
』
に
お
い
て
、
最
も
基
礎
的

な
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
金
子
薫
園
「
文
章
作
法
」
は
、

第
二
章
が
「
日
記
文
作
法
」
に
割
か
れ
て
い
る
。「
此
頃
」
冒

頭
の
「
四
月
廿
八
日
」「
五
月
一
日
」
の
記
述
は
「
な
る
べ
く

要
点
を
摘
ん
で
、
出
来
る
だ
け
簡
潔
に
書
く
よ
う
に
」（
七
四

頁
）
と
い
う
日
記
文
の
基
本
に
沿
う
て
い
る
。
無
論
、
も
っ

と
長
い
ま
と
ま
っ
た
記
述
、
例
え
ば
「
半
日
の
遊
記
」（
八
六

頁
）
の
よ
う
な
も
の
を
書
く
コ
ツ
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
り
、

「
五
月
三
日
」
の
記
述
は
決
し
て
指
導
に
背
く
も
の
で
は
な
い
。

だ
が
、
そ
の
内
容
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
第
三
章
「
写
生
文

作
法
」
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
。
適
当
な
範
囲
と
中
心
点
と

な
る
事
項
を
定
め
、「
付
随
事
項
の
叙
述
が
長
過
ぎ
る
と
見
た

ら
、
省
略
を
加
へ
て
散
漫
を
防
が
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
一
五
九
頁
）

と
言
い
含
め
る
そ
の
指
導
か
ら
、
土
師
の
文
章
は
大
き
く
外

れ
て
い
な
い
。
彼
が
推
敲
の
中
で
省
略
を
行
っ
た
か
ど
う
か

は
窺
い
知
れ
な
い
が
、
薫
園
が
評
す
る
よ
う
に
、
個
々
の
事

物
に
は
「
勢
」
や
「
淋
し
」
さ
、「
無
気
味
」
さ
（
二
重
傍
線

部
）
が
見
出
さ
れ
、
一
々
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
少
な

く
と
も
無
駄
な
記
述
と
ま
で
は
言
え
ま
い
。
ま
た
そ
も
そ
も
、

「
文
章
作
法
」
の
写
生
文
指
導
で
は
野
外
の
文
章
ス
ケ
ッ
チ
が

強
く
奨
励
さ
れ
て
お
り
、
土
師
が
ス
ケ
ッ
チ
を
行
っ
た
の
も

そ
れ
を
受
け
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

傍
線
①
の
よ
う
な
、
眼
前
の
風
景
を
越
え
た
予
期
的
な
記

述
、
世
界
観
や
人
生
観
と
も
取
れ
る
含
み
の
あ
る
文
言
は
、

写
生
文
に
お
い
て
「
省
略
」
す
べ
き
も
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、

浩
堂
編
述
と
あ
る
「
創
作
百
話
」
に
目
を
移
す
と
、
叙
景
文

に
お
け
る
描
写
と
説
明
の
割
合
に
言
及
が
あ
る
。「
処
々
簡
単

な
批
評
や
説
明
を
入
れ
る
の
は
、
却
つ
て
文
章
を
活
か
せ
る

方
法
」（
八
六
頁
）
と
さ
れ
、
正
宗
白
鳥
『
二
家
族
』
に
「
批

評
や
説
明
や
自
己
の
感
想
」
を
主
と
し
た
叙
景
文
の
例
を
求

め
て
い
る
。
①
は
直
接
的
な
描
写
を
逸
れ
る
感
想
を
挿
入
し

て
単
調
さ
を
避
け
る
技
法
を
用
い
て
い
る
意
味
で
、
こ
う
し

た
指
導
に
則
っ
て
い
る
。
な
お
「
創
作
百
話
」
は
、
こ
れ
以

降
も
小
説
作
品
を
範
と
し
て
叙
景
・
叙
情
文
に
お
け
る
描
写
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と
説
明
（
及
び
批
評
や
感
想
）
の
配
合
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

紹
介
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
指
導
に
触
れ
た
投
書
家
た
ち
は
、

写
生
文
・
叙
景
文
・
叙
情
文
を
試
作
す
る
中
で
、
自
然
に
小

説
的
な
文
章
を
模
倣
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
環
境
は
、

後
述
の
よ
う
に
事
実
に
即
し
た
作
文
を
繰
り
返
し
た
土
師
が
、

や
が
て
小
説
を
書
く
に
至
る
経
路
を
考
え
る
上
で
、
注
意
す

べ
き
も
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
指
導
に
沿
う
工
夫
が
な
さ
れ
た
作
が
掲
載
さ
れ
る

こ
と
、
そ
れ
は
投
書
家
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
指
導
に
従
う
こ

と
の
正
し
さ
や
、
工
夫
を
行
う
こ
と
そ
の
も
の
の
メ
リ
ッ
ト

を
実
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

○
五
巻
四
号
（
明
治
四
四
年
七
月
）「
抒
情
叙
事
文
」
欄
、「
牛

肉
屋
の
女
」（
67
）（「
赤
松
静
太
」
名
義
）

　

牛
肉
屋
の
女
は
丸
髷
で
美
し
い
。
／
①
私
の
眼
の
所

為
か
、
何
処
か
に
野
卑
な
所
が
あ
る
。
新
平
民
と
云
ふ

者
は
こ
ん
な
の
で
は
無
い
か
と
思
は
れ
て
な
ら
ぬ
。
／

閾
を
跨
ぐ
と
直
ぐ
脂
切
つ
た
粘
著マ
マ

的
な
悪
臭
が
ぷ
ん
と

鼻
に
く
る
。
／
繊す
ら
り削
と
し
た
撫
肩
、
ふ
つ
く
ら
と
し
た

鬢
や
髪
の
揺
ら
ぎ
、
白
い
頸
筋
。
／
そ
れ
が
肉
を
切
る

音
に
調
子
を
合
わ
せ
た
や
う
に
動
く
。
／
②
私
は
沁
々

思
つ
た
。
彼
女
に
対
す
る
嫌
悪
の
念
を
私
の
胸
か
ら
す

つ
ぱ
り
去
り
度
い
。
何
時
も
あ
の
美
し
い
後
姿
の
み
見

て
ゐ
た
い
と
。
／
「
今
日
は
。」
／
若
い
男
が
自
転
車
で

前
を
通
つ
た
。
／
「
今
日
は
。」
／
彼
女
の
声
は
大
き
か

つ
た
。
自
転
車
で
走
つ
た
男
を
追
か
け
る
や
う
に
言
つ

た
。
／
「
誰
や
な
？
」
／
女
の
後
で
縫
物
を
し
て
ゐ
る

六
十
ば
か
り
の
老
婆
が
眼
鏡
越
し
に
女
を
見
た
。
／
「
竹

さ
ん
。」
／
「
む
ゝ
竹
さ
ん
か
。」
／
素
気
無
さ
ゝ
う
に

老
婆
は
言
つ
て
、
又
縫
物
を
始
め
る
。
③
俎
板
の
下
に
、

0

0

0

0

0

 

ペ
ン
キ
塗
の
大
箱
が
一
個
置
か
れ
て
、
牛
の
骨
が
、
堆

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

積
さ
れ
た
。
蝿
が
黒
く
成
つ
て
呻
つ
て
ゐ
る

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。 

評
、
気
は
利
い
て
居
る
が
、
何
処
か
煮
え
切
れ
な
い

処
が
あ
る
。（
薫
園
）

　

前
半
は
表
題
の
通
り
、「
牛
肉
屋
の
女
」
に
対
す
る
人
物
描

写
文
で
あ
る
。
だ
が
、
単
な
る
観
察
で
は
な
い
。
傍
線
①
②

の
よ
う
に
、「
私
」
は
自
ら
の
差
別
的
な
印
象
を
半
ば
自
覚
し

つ
つ
、
先
入
観
を
取
り
除
こ
う
と
試
み
て
い
る
。
小
栗
風
葉

「
小
説
作
法
」
で
は
、「
偏
狭
な
先
入
の
考
へ
」
が
人
物
の
観
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察
を
曇
ら
せ
る
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
七
〇
頁
）、
ま

さ
に
そ
の
点
に
注
意
を
払
っ
た
観
察
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
傍
線
③
の
店
の
描
写
は
、
む
し
ろ
不
快
な
光
景
を
務
め

て
探
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
本
作
は
後
半
部
が
会
話
文

と
③
の
描
写
に
占
め
ら
れ
、そ
の
意
味
で
も
「
煮
え
切
れ
な
い
」

不
徹
底
さ
を
見
せ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
個
々
の
記
述
が

切
断
さ
れ
て
お
り
、
懸
賞
短
文
の
よ
う
な
「
渾
然
た
る
」
印

象
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

　

た
だ
い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
ら
の
知
覚
に
対
す
る
メ
タ
認
知

を
織
り
込
ん
だ
表
現
は
、
世
界
観
・
人
生
観
に
踏
み
込
ん
だ

前
作
と
は
異
な
る
内
観
的
描
法
を
達
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

小
栗
風
葉
「
小
説
作
法
」
で
言
い
含
め
ら
れ
る
「
一
旦
客
観

し
て
見
る
と
云
ふ
余
裕
」（
五
八
頁
）
に
挑
戦
し
た
も
の
と
も

言
え
よ
う
。

○
五
巻
五
号
（
明
治
四
四
年
八
月
）「
佳
作
」
欄
、「
従
兄
」

（
73
）（「
赤
松
静
太
」
名
義
）

　

私
は
半
年
振
に
故
里
に
帰
つ
て
従
兄
の
桂
山
を
訪
う

た
。
家
の
者
は
皆
田
草
取
に
出
て
桂
山
が
一
人
留
守
を

し
て
飯
を
焚
い
て
ゐ
た
。
／
煤
つ
た

に
黒
い

が
か
ゝ

つ
て
、
赤
い
焔
が

の
尻
を
舐
め
て
ゐ
る
。
白
い
泡
が

蓋
の

か
ら
吹
き
出
し
て
、
微
か
な
音
を
立
て
ゝ
ゐ
る
。

／
桂
山
は
一
昨
年
の
秋
右
足
に
関
節
炎
を
患
つ
た
。
そ

れ
が
為
め
右
足
は
未
だ
に
用
を
な
さ
ぬ
。
覚
束
な
く
立

つ
て
、
庭
に
下
り
敷
居
に
掴
つ
て
左
足
で
飛
ぶ
や
う
に

し
て
、
や
つ
と

の
前
の
腰
掛
に
腰
を
下
ろ
し
た
。（
中

略
）
／
古
い
家
の
屋
根
裏
は
無
暗
と
沢
山
の
太
い
木
が

組
合
さ
れ
て
、
煤
に
真
黒
く
成
つ
て
ゐ
る
。
／
湿
気
の

強
い
家
の
中
は
古
い
煤
の
香
が
漂
う
て
ゐ
る
、
そ
れ
は

0

0

0

市
街
の
煤
煙
の
や
う
な
芥
臭
く
な
い
、
冷
た
い
香
で
あ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

る0

。
／
古
い
壁
柱
建
具
、
皆
床
し
い
昔
の
香
が
残
つ
て

ゐ
る
ら
し
い
。
機
に
腰
を
下
し
た
桂
山
は
的
も
無
い
視

線
を
門
の
柿
の
木
の
辺
に
彷
徨
は
し
て
ゐ
る
。
柿
木
の

下
に
鳩
が
二
羽
芥
を
掻
き
探
し
て
は
何
か
頻
り
に
嘴
ん

で
ゐ
る
。
①
青
葉
の
茂
り
か
ら
洩
れ
る
強
い
夏
の
光
が
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

茶
褐
色
の
鳩
の
背
に
揺
い
て
ゐ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
／
桂
山
は
着
物
の

前
を
だ
ら
し
な
く

0

0

0

0

0

開
け
て
、
少
し
前
へ
屈
ん
だ
胸
の
肋

骨
は
数
め
る
ば
か
り
に
肉
が
削
げ
て
、
げ
つ
そ
り

0

0

0

0

細
く

成
つ
た
腹
部
は
、
喘
ぐ
や
う
な
呼
吸
に
つ
れ
て
緩
ん
だ

皮
が
ビ
ク
ビ
ク
動
い
て
ゐ
る
。
薄
い
髯
の
伸
び
た
顎
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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妙
に
尖
つ
て
見
え
る

0

0

0

0

0

0

0

0

。
／
織
り
さ
し
の
白
木
綿
に
桂
山

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
後
影
が
淡
く
う

0

0

0

0

0

0

0

つマ

マて
ゐ
る

0

0

。
②
然
か
も
そ
の
影
は
熟

0

0

0

0

0

0

0

0

視
す
れ
ば
其
の
視
線
に
堪
へ
得
な
い
で
消
え
る
程
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

弱
々
し
い
影
だ

0

0

0

0

0

0

。 

／
桂
山
は
思
ひ
出
し
た
や
う
に
、
私

の
方
に
視
線
を
変
へ
て
、
／
「
君
も
見
た
か
知
ら
ん
が

今
月
の
新
文
壇
で
又
塙
君
に
一
本
や
ら
れ
た
よ
。」／「
例

の
悪
口
屋
が
何
か
言
つ
て
ゐ
ま
し
た
や
う
で
し
た
ね
。」

／
「
塙
君
は
私
と
は
ず
ん

0

0

と
意
味
を
違
へ
て
攻
撃
し
て

ゐ
た
。（
中
略
）
然
か
し
私
は
塙
君
の
敵
と
し
て
は
余
り

に
弱
過
ぎ
る
、
だ
か
ら
止
し
た
。」
と
言
つ
て
痩
せ
落
ち

た
頬
に
淋
し
く
笑
つ
た
。
／
「
私
は
丁
度
乾
い
た
所
の

や
う
に
思
は
れ
て
踏
込
む
車マ
マ

も
あ
る
も
の
だ
、
と
言
つ

て
置
い
た
、
夫
れ
を
塙
君
は
踏
込
ん
だ
云
々
と
言
つ
て

私
を
詰
つ
た
。
踏
み
込
ん
だ
と
言
ふ
の
と
、
踏
込
む
事

も
あ
る
も
の
だ
と
言
ふ
の
と
大
分
意
味
が
相
違
す
る
と
、

私
は
思
ふ
が
な
！
そ
れ
に
③
提
灯
が
一
張
だ
か
ら
人
の

影
で
光
り
を
遮
き
ら
れ
る
事
も
あ
る
と
言
つ
て
置
い
た

筈
だ
…
…
」
語
尾
は
微
に
慄
へ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
語
を

つ
い
で
、
／
「
病
気
持
ち
は
何
事
に
も
駄
目
だ
て
…
…

…
…
」
絶
望
的
に
言
つ
て
、
軽
く
咳
い
た
。
／
「
此
所

が
苦
し
い
―
―
」
胸
を
撫
て
ゝ
見
せ
た
。
／
④
骨
ば
か

0

0

0

り
の
手
と
胸
を
当
り
合
ふ
時
、
骨
の
音
が
聞
え
は
し
ま

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い
か
と
思
つ
て
、
私
は
思
は
ず
顔
を
反
向
け
た
。

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

評
、
作
者
が
デ
リ
ケ
ー
ト
な
観
方
書
き
方
は
、
漸
や

く
蔗
境
に
達
し
て
行
く
。
会
話
も
亦
見
る
べ
き
も
の

が
あ
る
。
切
に
作
者
の
精
進
を
望
む
。（
浩
堂
）

　

投
書
家
で
も
あ
る
従
兄
・
赤
松
桂
山
の
病
状
を
知
ら
せ
る

こ
の
文
章
は
、
選
者
に
も
読
者
た
ち
に
も
興
味
深
く
読
ま
れ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
二
重
傍
線
部
は
桂
山
の
作
『
暁
』
を
め
ぐ

る
塙
三
葉
の
批
判
（
五
巻
三
号
の
「
倶
楽
部
」
欄
）
を
指
す

と
思
わ
れ
る
。

　
「
小
説
作
法
」
に
お
い
て
、
人
間
の
観
察
を
近
親
者
か
ら
始

め
よ
（
七
〇
頁
）
と
い
う
指
導
が
あ
る
。「
牛
肉
屋
」
前
作
が

人
物
描
写
／
会
話
文
／
叙
景
と
推
移
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、

今
回
は
桂
山
の
人
物
描
写
と
「
家
の
中
」
の
叙
景
が
交
互
に

記
さ
れ
、
そ
こ
に
聴
覚
・
嗅
覚
表
現
も
織
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
傍
線
①
に
光
の
効
果
を
描
い
て
い
る
点
に
も
留
意
し

て
お
き
た
い
。
こ
の
時
期
、
西
洋
絵
画
の
影
響
か
ら
、
描
写

に
お
い
て
光
線
の
働
き
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
今
更
言
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う
ま
で
も
な
い
。
傍
線
③
の
話
題
も
要
す
る
に
、
光
の
強
弱

に
よ
っ
て
事
物
の
見
え
方
が
変
化
す
る
こ
と
を
め
ぐ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
点
、例
え
ば
「
文
章
講
義
雑
録
」
の
無
署
名
「
文

題
に
就
い
て
―
―
海
の
研
究
―
―
」
に
「
一
体
光
線
と
云
ふ

も
の
は
、
総
て
の
美
に
は
深
い
関
係
が
あ
る
」（
一
四
頁
）
と

あ
る
よ
う
に
、
講
義
録
で
も
言
及
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
傍
線
②
④
を
見
て
み
よ
う
。
影
を
凝
視
し
て
も

消
え
る
は
ず
は
な
く
、
骨
の
音
が
聞
こ
え
る
と
も
思
え
な
い
。

す
な
わ
ち
こ
れ
ら
は
、
錯
覚
的
な
印
象
で
対
象
を
誇
張
す
る

詩
的
言
語
で
あ
る
。「
此
頃
」
に
見
え
た
比
喩
表
現
に
続
い
て
、

詩
的
効
果
を
ね
ら
う
文
飾
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
浩
堂
も
明

ら
か
に
、
そ
れ
ま
で
の
投
書
と
比
較
し
た
上
で
賞
賛
し
て
お

り
、
分
量
、
題
材
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
上
で
、
新
し
い
試
み
が

続
け
ら
れ
て
お
り
、
単
な
る
描
写
文
や
身
辺
雑
記
で
は
な
い

と
言
え
る
。

○
六
巻
三
号
（
明
治
四
四
年
一
二
月
）「
佳
作
」
欄
、「
十
一

歳
の
頃
」（
72
）（「
赤
松
昃
村
」
名
義
）

　

夜
逃
を
し
た
家
。
／
少
年
で
あ
つ
た
私
の
心
に
そ
れ

が
何
な
に
奇
異
に
好
奇
心
を
惹
い
た
ら
う
。
恐
ろ
し
く

も
有
つ
た
。
私
は
其
れ
が
非
常
に
見
た
か
つ
た
。
／
其

家
は
私
の
村
の
北
端
で
、
そ
れ
か
ら
北
は
一
面
蒼
い
稲

田
で
あ
つ
た
。
私
は
午
後
三
時
頃
一
人
で
宅
を
出
て
、

高
い
土
蔵
の
横
や
青
い

の
中
で
午
睡
の
鼾
の
聞
え
る

百
姓
家
の
前
を
通
つ
て
、
目
的
の
家
の
方
へ
行
つ
た
。

／（
中
略
）／
夜
逃
げ
を
し
て
か
ら
廿
日
余
り
に
も
な
る
。

／
私
は
好
奇
の
瞳
を
輝
か
せ
て
、
雨
戸
の
閉
つ
た
人
の

ゐ
な
い
家
を
見
廻
し
た
。
／
屋
根
の
瓦
に
真
夏
の
光
の

焔
の
や
う
な
陽
炎
が
燃
え
て
ゐ
る
。
私
は
東
側
の
壁
を

つ
た
つ
て
、
雪
隠
の
所
を
左
へ
裏
口
へ
行
つ
た
。
此
処

に
は
塵
芥
が
山
の
や
う
に
成
つ
て
ゐ
る
、
そ
れ
は
平
常

塵
捨
場
に
成
つ
て
ゐ
た
所
で
あ
る
。
武
力
製
の
破
厨
炉

や
骨
ば
か
り
の
雨
傘
や
踏
切
れ
た
草
鞋
が
二
三
足
も
棄

て
ら
れ
て
あ
る
。
此
処
に
も
瓦
の

が
一
ツ
転
が
つ
て

ゐ
る
。
／
ガ
ラ
ガ
ラ
に
乾
い
た
物
干
竿
が
一
本
、
屋
根

に
立
掛
け
ら
れ
て
あ
る
。
／
①
周
囲
の
稲
田
は
強
烈
な

日
を
う
け
て
、
飴
色
の
水
が
温
ん
で
、
プ
ツ
プ
ツ
音
を

立
て
ゝ
泡
を
浮
か
せ
て
ゐ
る
。
蒼
い
稲
葉
は
撚
れ
た
や

う
に
疲
れ
て
見
え
る
。
／
其
等
か
ら
騰
る
蒸
暑
い
気
が

南
風
に
送
ら
れ
て
、
気
持
悪
し
く
顔
を
撫
で
る
。
私
は
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汗
を
襦
袢
で
拭
き
乍
ら
、
戸
の

か
ら
中
を
覗
込
ん
だ
。

／
②
四
方
の
戸
の

か
ら
、
明
る
い
光
線
が
差
込
ん
で
、

家
の
中
は
可
成
り
明
る
い
。
／
古
畳
が
三
四
枚
庭
に
投

げ
出
さ
れ
て
、
火
鉢
ら
し
い
物
が
灰
の
入
つ
た
儘
転
げ

て
ゐ
る
。
／
庭
の
隅
に
三
ツ
ば
か
り
酒
樽
が
積
ま
れ
て
、

上
戸
や
桝
が
手
桶
に
入
れ
た
儘
置
い
て
あ
る
。
／
白
い

徳
利
が
六
七
本
棚
に
立
て
ゝ
あ
る
。
③
荒
廃
し
た
家
の

中
の
空
気
は
、
夏
の
蒸
気
に
黄
色
に
濁
つ
て
見
え
た
。

私
は
戸
を
明
け
て
見
る
気
に
成
つ
た
。
／
古
い
雨
戸
は

0

0

0

0

0

砂
利
を
噛
む
重
い
音
を
立
て
ゝ
少
し
開
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
④
私
は

0

0

動
悸
が
激
し
く
打
つ
の
を
覚
え
た
大
罪
で
も
犯
し
た
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
や
う
に
真
蒼
に
成
つ
た
。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

／
気
が
落
付
い
た
。
私
は

中
へ
入
る
気
は
勿
論
、
閉
め
る
気
に
も
成
れ
な
か
つ
た
。

手
を
束
ゐ
て
傍
観
の
態
度
に
成
つ
て
ゐ
た
。
／
私
は
其

儘
踵
を
返
し
て
帰
つ
た
。
⑤
戸
の

か
ら
何
か
出
て
来

さ
う
で
絶
え
ず
後
へ
振
返
つ
た
。
／
其
れ
は
私
が
十
一

の
夏
で
あ
つ
た
。

評
、
少
年
の
日
の
心
持
に
な
つ
て
、
其
の
当
面
の
事

柄
を
切
に
述
べ
て
ゐ
る
処
に
作
者
の
実
感
が
動
い
て

居
る
。（
薫
園
）

　

選
評
に
あ
る
よ
う
に
、
回
顧
で
あ
り
な
が
ら
同
時
的
な
語

り
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
今
こ
こ
を
描
く
ス
ケ
ッ
チ
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
虚
構
性
の
高
い
文
章
と
言
え
る
か

も
知
れ
な
い
。
夜
逃
げ
の
跡
の
荒
れ
果
て
た
光
景
が
細
密
に

描
か
れ
て
お
り
、「
従
兄
」
で
試
行
さ
れ
た
家
中
の
観
察
描
写

が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
物
の
描
写
の
み
な
ら
ず
、
傍
線
①
②
の
光
線
の
意
識
、

③
の
蒸
気
に
よ
る
歪
み
な
ど
、
空
気
感
の
演
出
に
も
余
念
が

な
い
。「
従
兄
」
で
培
っ
た
書
き
方
を
確
か
な
も
の
に
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
④
⑤
の
よ
う
に
、
自
身
の
気
分
を

示
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
、
漫
然
と
し
た
描
写
で
は
な
く
、

特
定
の
印
象
を
強
調
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
ぜ
「
十
一
の
頃
」
の
回
顧
を
こ
の
よ
う
な
形
で
書
い
た

の
か
。
講
義
録
の
「
小
説
作
法
」
が
、「
印
象
を
幾
度
も
想
ひ

起
し
て
心
に
味
ひ
、観
照
を
重
ね
て
」記
憶
を
錬
磨
せ
よ（
六
四

頁
）
と
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
に
、
そ
の
要
因
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
直
近
の
出
来
事
に
取
材
し
た

虚
構
性
の
弱
い
文
章
を
書
い
て
き
た
土
師
が
、
過
去
の
印
象

を
資
源
に
創
造
性
を
発
揮
し
、
小
説
的
な
文
章
を
著
し
た
は
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じ
め
が
、
本
作
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

○
六
巻
四
号
「
佳
作
」
欄
、「
穴
ま
で
」（
明
治
四
五
年
一
月
）

（
75
）（「
赤
松
昃
村
」
名
義
）

　

朱
地
に
金
糸
を
縫
う
た
法
衣
を
重
げ
に
、
高
い
木
履

を
引
摺
つ
て
、
悠
々
と
老
い
た
僧
侶
は
歩
む
。
／
其
後

か
ら
紫
の
袈
裟
を
著
け
た
若
僧
が
、
五
分
刈
頭
を
下
げ

勝
に
従
い
て
行
く
。
／
お
び
え
た
や
う
に
照
り
下
す
冬

の
日
に
、
法
衣
の
金
糸
が
淋
し
く
映
え
る
。
其
の
直
ぐ

後
か
ら
白
い
棺
が
行
く
。
／
噫
桂
山
は
痩
せ
た

8

8

8

8

8

8

8

、
私
は

0

0

棺
を
舁
い
だ
儘
考
へ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
生
前
の
桂
山
の
姿
かマ
マ

瞭
然
見

え
る
。
遠
隔
し
て
ゐ
て
死
際
に
会
へ
無
か
つ
た
失
望
が

遣
瀬
無
く
胸
を
圧
す
る
。
／
黄
な
無
花
果
の
葉
が
慌
し

く
散
る
秋
の
半
ば
で
あ
つ
た
。
あ
ゝ
私
が
神
か
ら
与
へ

ら
れ
た
自
由
を
神
に
返
し
て
満
三
年
に
成
る
。
命
と

て
も
神
か
ら
与
へ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
何
時
か
返
さ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
私
は
夫
れ
を
早
く
返
し
て
了
ひ
度
い
。
然
し

自
ら
死
す
る
の
は
私
は
余
り
に
弱
い
。
何
時
迄
此
の
苦

し
い
生
が
続
く
の
だ
ら
う
。
／
か
す
れ
書
き
の
長
い
桂

山
か
ら
の
手
紙
の
一
句
一
句
が
次
々
に
悲
し
い
音
を
立

て
ゝ
胸
に
浮
か
ん
で
来
る
。
／
（
中
略
）
／
会
葬
者
の

群
か
ら
葬
の
鉦
の
淋
し
い
音
響
が
途
切
々
々
に
、
今
桂

山
を
葬
む
る
紺
山
に
谺
す
る
。
凸
凹
の
激
し
い
道
は
山

に
近
い
程
悪
い
。
赤
錆
び
た
夕
日
が
、
黄
に
熟
し
た
稲

穂
に
映
え
て
、
丁
度
黄
色
の
紙
に
黒
線
を
引
い
た
や
う

に
、
会
葬
者
は
一
列
に
成
つ
て
行
つ
た
。
／
（
中
略
）

／
焼
香
場
か
ら
墓
地
へ
昇
る
山
路
が
古
い
松
の
幹
の
間

に
赤
土
の
道
が
蜿
々
と
続
い
て
ゐ
る
。
／
白
い
墓
石
や
、

黒
い
墓
石
が
紅
葉
し
た
低
い
檞
の
中
に
、
松
の
間
を
通

し
て
隠
見
し
て
ゐ
るマ
マ

／
僧
侶
の
忝
い
読
経
の
声
が
、
悲

し
く
張
詰
め
た
心
を
そ
ゝ
る
や
う
に
、
哀
れ
つ
ぽ
く
焼

香
場
の
辺
を
逍
遥
ふ
冷
た
い
石
の
上
に
押
据
ゑ
ら
れ
た

白
布
を
覆
う
た
棺
を
見
た
刹
那
―
―
桂
山
は
冷
え
性

8

8

8

8

8

8

だ8

！
私
の
心
は
俄
に
踊
つ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
然
し
桂
山
に
は
最
早
冷

0

0

0

0

0

0

0

0

気
を
感
じ
る
力
は
無
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
／
伯
母
さ
ん
（
桂
山
の
母
）

が
切
め
て
死
顔
で
も
と
棺
に
納
め
た
桂
山
を
私
に
見
せ

たマ
マ

／
底
に
紫
を
流
し
た
白
蝋
の
や
う
な
顔

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
朽
ち
た
薄

8

8

8

8

い
唇
は
最
う
文
学
を
語
ら
な
か
つ
た
。

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

 

／
伯
母
さ
ん
は
、

無
言
の
儘
、
桂
山
の
首
に
か
け
た
、
白
布
の
袋
を
取
り

出
し
た
。
薄
い
布
を
透
し
て
濃
厚
な
色
彩
の
表
紙
が
見
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え
る
。
そ
れ
は
十
五
六
冊
の
新
文
壇
で
あ
つ
た
。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

外
に

原
稿
用
紙
と
、
ペ
ン
と
イ
ン
ク
ス
タ
ン
ド
が
入
れ
て
あ

つ
た
。
／
烏
が
松
で
鳴
い
た
。
／
桂
山
は
深
切
な
村
人

0

0

0

0

0

0

0

0

の
手
に
掘
ら
れ
た
深
い
穴
に
埋
ま
つ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
十
二
月
廿
日

稿
）評

、
桂
山
は
逝
つ
た
か
、
前
号
の
「
黒
髪
」
を
絶
筆

と
し
て
、
未
来
永
劫
子
の
文
情
に
接
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
か
。
見
よ
、
血
縁
の
作
者
が
死
後
の
哀
傷
を

語
る
筆
の
、
多
く
を
記
さ
ず
し
て
、
涙
痕
の
紙
に
満

つ
る
を
。
泣
く
ま
い
と
し
て
も
泣
か
ざ
る
を
え
な
い

沈
痛
な
文
で
あ
る
。（
薫
園
）

　
「
金
」「
紫
」「
黄
」「
白
」「
黒
」「
濃
厚
な
色
彩
」
等
、
色

彩
表
現
が
こ
れ
ま
で
に
な
く
多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一

つ
に
は
、
当
時
新
潮
社
か
ら
『
闇
』（
明
治
四
三
年
）
を
刊
行

し
、『
新
文
壇
』
に
も
「
動
く
絵
と
新
し
き
夢
幻
」（
四
巻
四

号
、
四
四
年
一
月
）
等
の
寄
稿
を
行
っ
て
い
た
小
川
未
明
に

よ
る
影
響
で
あ
ろ
う
。
い
ま
一
つ
に
は
、「
創
作
百
話
」
で
「
写

生
の
根
底
は
色
を
写
す
こ
と
」（
五
一
頁
）
と
い
う
色
彩
表
現

が
推
奨
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
同
講
義
で
は
「
強
烈
」

な
色
も
し
く
は
「
薄
弱
」
な
色
を
連
続
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
旨
の
禁
則
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
点
、
本
作
は
気
が

配
ら
れ
て
い
る
し
、僧
侶
た
ち
の
鮮
や
か
な
法
衣
や
『
新
文
壇
』

の
「
濃
厚
な
色
彩
」
と
、
桂
山
の
纏
う
布
の
白
は
、
強
弱
の

対
比
に
あ
る
。
傍
線
①
の
絵
画
を
連
想
さ
せ
る
描
写
は
、
色

彩
表
現
を
取
り
入
れ
た
試
み
と
し
て
は
特
筆
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
「
多
く
を
記
さ
ず
し
て
、
涙
痕
の
紙
に
満
つ
る
」
と
い
う
感

想
は
ど
の
よ
う
な
表
現
か
ら
導
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

確
か
に
「
悲
し
く
張
詰
め
た
心
」
等
の
一
部
を
除
き
、
悲
嘆

な
ど
の
感
情
を
直
接
的
な
語
で
表
現
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
一
方
、
生
前
を
想
起
さ
せ
た
り
、
反
射
的
に

生
者
に
対
す
る
よ
う
な
心
配
を
行
っ
た
り
す
る
過
去
と
の
隔

絶
、
連
帯
感
を
刺
激
し
て
共
感
を
呼
ぶ
（
桂
山
の
投
書
を
思

い
出
さ
せ
も
す
る
）『
新
文
壇
』
の
一
語
、
色
彩
表
現
を
は
じ

め
と
し
た
事
物
の
描
写
と
い
っ
た
、
間
接
的
な
記
述
が
「
涙

痕
」
を
読
み
取
ら
せ
る
。「
創
作
百
話
」
の
「
情
緒
を
写
す
場

合
は
、多
く
説
明
す
る
よ
り
も
描
写
の
方
を
取
る
べ
し
」（
八
八

頁
）
と
い
う
「
叙
情
」
の
指
導
に
従
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

懸
賞
短
文
の
時
点
か
ら
、
土
師
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
描
写
を
活

用
し
て
い
る
。「
描
写
の
力
」（
同
）
を
重
視
す
る
指
導
が
彼
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に
響
い
て
い
る
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。

四
、
現
時
点
で
の
概
括
と
展
望

　

本
ノ
ー
ト
に
記
し
た
作
業
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
仮

説
や
考
察
を
述
べ
て
お
こ
う
。

・
土
師
清
二
＝
赤
松
静
太
の
投
書
は
、
描
写
を
中
心
と
す

る
点
で
は
一
貫
し
て
い
る
が
、
日
記
文
・
写
生
文
・
人

物
描
写
・
詩
的
表
現
な
ど
、
様
々
な
表
現
形
式
を
段

階
的
に
試
み
て
い
る
。
な
お
、
「
穴
ま
で
」
以
降
、

時
期
を
開
け
て
八
巻
二
号
（
大
正
元
年
一
一
月
）
に

「
二
十
六
の
男
」
、
四
号
（
翌
一
月
）
に
「
肺
を
病
む

男
よ
り
」
を
発
表
し
て
い
る
が
、
「
穴
ま
で
」
で
試
み

ら
れ
た
よ
う
な
色
彩
表
現
は
希
薄
と
な
っ
て
い
く
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
一
定
の
得
意
分
野
を

持
つ
と
い
う
よ
り
は
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
繰
り
返

し
て
い
る
時
期
だ
っ
た
と
言
え
る
。

・
と
は
言
え
、
も
う
少
し
踏
み
込
め
ば
、
一
定
の
嗜
好
性

は
見
出
せ
る
だ
ろ
う
。
彼
は
七
巻
一
号
「
評
論
文
」
欄

に
「
『
山
河
』
を
得
て
」
を
投
書
し
て
い
る
。
こ
れ
は

表
題
通
り
、
薫
園
の
歌
集
『
山
河
』
の
評
論
で
あ
る
。

こ
こ
で
土
師
が
賞
賛
す
る
薫
園
の
歌
は
、
多
く
が
微
温

的
な
、
積
極
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
賞
味
で
き
る
も
の
で

あ
る
。
「
『
山
河
』
を
得
て
」
を
通
し
て
他
の
投
書
を

眺
め
れ
ば
、
説
明
的
で
な
い
、
暗
示
的
な
表
現
が
採
用

さ
れ
て
い
る
と
も
取
れ
る
。
そ
の
点
、
「
創
作
ビ
ジ
ョ

ン（
5
）」
と
呼
べ
る
も
の
を
獲
得
し
て
い
た
可
能
性
は
あ

る
。

・
土
師
の
投
書
に
見
ら
れ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
影

響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
指
導
が
、
「
文
章
作
法
」

「
小
説
作
法
」
「
創
作
百
話
」
等
に
見
ら
れ
た
。
土
師

は
指
導
の
忠
実
な
実
行
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

・
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
が
可
能
に
な
る
の
は
、
講
義

録
の
指
導
が
、
具
体
的
に
使
用
可
能
な
技
法
を
中
心
と

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
抽
象
的
な
助
言
や

心
構
え
が
説
か
れ
る
同
時
期
の
『
文
章
世
界
』
（
博
文

館
）
の
小
説
指
導
と
は
、
そ
の
意
味
で
対
照
的
で
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
日
本
文
章
学
院
の
指
導
と
、

そ
の
影
響
下
で
起
こ
っ
た
文
章
お
よ
び
小
説
の
熟
達
に
つ
い

て
、
ひ
い
て
は
明
治
・
大
正
期
の
小
説
指
導
と
初
学
者
の
文
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章
修
行
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
考
察
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

　

本
研
究
で
考
え
る
「
熟
達
」
は
、
ひ
た
す
ら
上
達
す
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
な
い
。
失
敗
や
、
後
に
使
わ
れ
な
く
な
る

技
巧
を
一
時
的
に
使
っ
て
み
る
行
動
も
含
め
た
、
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
指
し
て
い
る
。
実
際
、
土

師
の
長
い
文
業
に
目
を
向
け
れ
ば
、
日
本
文
章
学
院
の
指
導

や
『
新
文
壇
』
で
の
ご
く
僅
か
な
文
章
修
行
が
も
た
ら
し
た

恩
恵
は
、
直
接
的
に
は
観
測
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
デ
ビ
ュ
ー

作
『
水
野
十
郎
左
衛
門
』
は
と
も
か
く
、代
表
作
『
砂
絵
呪
縛
』

の
文
体
に
お
い
て
は
、講
義
録
が
奨
励
し
た
と
こ
ろ
の
「
描
写
」

に
相
当
す
る
表
現
は
か
な
り
削
ぎ
落
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
作

家
に
お
い
て
重
要
な
の
は
個
々
の
技
法
よ
り
も
、
継
続
的
に

小
説
を
書
き
続
け
ら
れ
る
心
的
能
力
の
方
で
あ
ろ
う
。
一
生

使
え
る
技
法
形
態
で
は
な
く
、
環
境
・
条
件
の
変
化
の
中
で

も
書
き
続
け
ら
れ
る
力
を
涵
養
す
る
―
―
そ
れ
こ
そ
が
日
本

文
章
学
院
の
よ
う
な
媒
体
の
意
義
で
は
な
い
か
。

（
１
）K

aufm
an,J. &

 Beghetto,R.

：Beyond Big and Lit
tle: T

he Four C M
odel of Creativity. Review

 of 

General Psychology, V
ol.13, A

m
erican Psycholo

gical A
ssociation

二
〇
〇
九
＝
平
成
二
一
年
三
月

（
２
）
横
地
早
和
子
『
創
造
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
た
ち　

ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
創
作
ビ
ジ
ョ
ン
（
越
境
す
る
認
知
科
学

６
）』（
共
立
出
版
、
令
和
二
年
九
月
）
一
三
四
頁

（
３
）
日
本
文
章
学
院
の
詳
細
は
、宮
崎
睦
之
「〈
独
習
〉
と
〈
添

削
〉
と
―
―
佐
藤
義
亮
の
講
義
録
―
―
」（『
日
本
近
代

文
学
』
第
六
〇
集
、
日
本
近
代
文
学
会
、
平
成
一
一
年

五
月
）、
同
「
講
義
す
る
雑
誌
、
講
義
す
る
書
物
―
―

新
潮
社
・
明
治
四
十
年
代
、
投
書
雑
誌
の
黄
昏
に
て
」

（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
八
二
巻
、
立
教
大
学
日
本

文
学
会
、
平
成
九
年
七
月
）、
及
び
山
本
歩
「
日
本
文

章
学
院
と
そ
の
小
説
作
法
」（『
尚
絅
語
文
』
第
九
号
、

尚
絅
大
学
文
化
言
語
学
部
・
現
代
文
化
学
部
・
日
本
文

学
懇
話
会
、
令
和
二
年
三
月
）
を
参
照
。

（
４
）
土
師
清
二
「『
砂
絵
呪
縛
』
を
書
く
ま
で
」（『
文
壇
大

家
花
形
の
自
叙
伝
』（『
現
代
』
付
録
、
大
日
本
雄
弁
会

講
談
社
、
昭
和
一
一
年
九
月
））

（
５
）「
創
作
活
動
全
体
を
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
す
る
」「
認
知
的
な

枠
組
」（
同
（
２
）
四
八
頁
）
を
指
す
。
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